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第４節 前期基本計画【平成２４年度（2012）～平成２８年度（2016）】  

前期基本計画の見方 

 政策１：一人ひとりが担い手のまち  

施策１：市民協働のまちづくり 

１：市民協働の意識醸成 

 

 

 すべての市民が地域に誇りと愛着を持ち、“自分たちのまちは自分たちがつくる”という力強い考え

のもと、まちづくりの担い手として自立した市民意識の醸成を推進します。 

 また、地域のために行動する考えを育むとともに、市民が関心を持つまちづくりの活動分野について、

必要な知識などを学ぶことができる機会の充実を図ります。 

 

 

 

 

 

 社会経済の成熟化に伴い、市民のライフスタイル※75 や価値観が大きく変化し、公共サービスのあり

方にも変化が生じています。 

市民、町内会や企業、ＮＰＯ※1 などの団体や行政など公共サービスの担い手が、共に手を取り合い、

協力してまちづくりを行うことにより、本市が持っている個性や独自性、そして魅力があふれ、誰もが

住みたいと思う地域がつくられます。 

 

 

 

 

 

指標名 単位 現状値 目標値 指標の説明 

市民主体のまちづくりに関心のあ

る市民の割合 
％ 44.6 60 

市民主体のまちづくりに関心のある市

民の割合（市民意識調査） 

 

 

 

 

 

 

事業名            年度 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 

まちづくり意見交換会などの開催            
 
 

市民協働※16推進セミナーなどの開催             
 
 

市の施策・事業などの紹介コーナー設置            
 
 

○分野別計画（策定予定の計画を含む） 
  （仮称）市民協働推進指針（平成２５年度策定予定） 

 

 

 

 

 市民協働推進セミナーや市民同士や市民と行政によるまちづくり意見交換会などの開催を通じて、地

域行事や環境美化活動への参加や、選挙で市長や議員を選ぶなど、自分たちの住む地域を自分たちで創

り上げるという意識を育みます。 

 基本方針 

 市民協働への取り組み 

 成果指標 

 施策を実現する手段 

 施策をとりまく環境 

前期基本計画 後期基本計画 

重点プロジェクト 

Ⅰ－Ａ関連施策 

 

この施策を展開するにあたって、どのように市民

協働に取り組んでいくのかを示しています 

この施策を達成するために行う、主要な事業と、そ

の事業を行う期間、また、この施策や事業をより具

体的に説明している分野別計画などの名称です 

この施策の達成状況を計る指標（モノサシ）です 

現状値は平成 22年度の実績値、目標値は平成 33年度です 

この施策を実現するために解決すべき課題や現

状を示しています 

この施策を実施するにあたっての考え方と、 

この施策が目指す 10年後の野々市市の姿です 

重点プロジェクトに関連する施策です 

施策のより具体的な名称です 施策の名称です 

政策の名称です 
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◆ この基本計画のうち「基本方針」の語尾の表現は、次の考え方に基づいて表記し

ています。 

 

 ○ ～推進します。 ～進めます。 ～図ります。 

  行政が主体となって積極的に実施、または取り組んでいくもの 

 ○ ～促進します。 ～促します。 ～支援します。 

  市民や事業者、各種団体と行政が共に力を合わせて施策を行うため、行政が支援

し、呼びかけ、または働きかけを行っていくもの 

 ○ ～努めます。 ～目指します。 

  施策の実現には相応の時間が必要ですが、施策の達成に向けて継続的に取り組ん

でいくもの 

 ○ ～検討します。 

  施策の実現に向けて、実施主体や具体策の協議・調整・検討を要するもの 


